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　　困ったことがあったら…
まず人権擁護委員に相談

市人権擁護委員紹介および人権擁護委員の日のお知らせ

地域名 氏　名 ふりがな 住　　所 電　　話

栃木地域

野澤千代子 のざわ ちよこ 入舟町 23-4791
野尻　和孝 のじり かずたか 川原田町 23-4541
柿上　法雄 かきあげ のりお 皆川城内町 23-2746
鈴木　庸子 すずき ようこ 大町 23-1272
佐山　和江 さやま かずえ 倭町 24-8100
大竹　義彦 おおたけ よしひこ 今泉町１丁目 27-3556
熊倉　陽子 くまくら　ようこ 梅沢町 31-0657
矢尾板　充 やおいた　みつる 本町 22-3394
飯島トシ子 いいじま　としこ 大塚町 27-2306

大平地域

御供　正道 みとも まさみち 大平町榎本 43-5345
石原謙太郎 いしはら けんたろう 大平町榎本 43-6446
三上　亮順 みかみ りょうじゅん 大平町西野田 43-4597
大橋登美子 おおはし　とみこ 大平町上高島 43-3820
菊地　由起 きくち　ゆき 大平町下皆川 43-3109

藤岡地域

山士家光幸 やましげ みつゆき 藤岡町大前 62-3159
山本　郁子 やまもと いくこ 藤岡町藤岡 62-4940
川島　郁子 かわしま いくこ 藤岡町甲 62-5438
小林　純子 こばやし じゅんこ 藤岡町都賀 62-4781
大橋　光男 おおはし みつお 藤岡町藤岡 62-4700
神原　良明 かんばら　よしあき 藤岡町部屋 67-2796

都賀地域
田中　光重 たなか　みつしげ 都賀町大柿 92-7192
渡邉　洋子 わたなべ　 ひろこ 都賀町家中 27-2037
池田　育子 いけだ　いくこ 都賀町升塚 28-0296

西方地域
鮎田　博 あゆた ひろし 西方町金崎 92-2233
三澤　義久 みさわ よしひさ 西方町元 92-2612
吉井　康惠 よしい やすえ 西方町本郷 92-2807

☆栃木市の人権擁護委員をご紹介します
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、人権相談を受け問題解決のお手
伝いをしたり、法務局の職員と協力して人権侵害による被害者の救済をした
り、人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行っています。
　市では 26 人の委員が、定期または特設相談の他、自宅や電話での相談に
も応じています。
　また年間を通じて、法務局の常設人権相談所、法務局に設置された専用相
談電話『子どもの人権 110 番』（ 0120‐007‐110）や『女性の人権ホッ
トライン』（☎ 0570‐070‐810）でも相談を受け付けています。
　困ったことがあったら、まずは人権擁護委員にお気軽に相談ください。
◆名簿
※委員の住所にかかわらず、市内ならどなたでも相談できます。

日時 場所

６
月

3 日（月）

10:00 ～ 12:00 厚生センター（旭町／栃木第四地区ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）
10:00 ～ 12:00 大平隣保館（大平町新）
  9:30 ～ 11:30 都賀・老人憩いの家（都賀町原宿）
13:00 ～ 15:00 西方・保健センター（西方町本城）

4 日（火）10:00 ～ 12:00 藤岡公民館（藤岡町藤岡）

☆ 6月１日は「人権擁護委員の日」です

　全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法施行がされた６月１日を「人
権擁護委員の日」と定め、全国的な啓発活動を展開しています。
　その一環として、市では各地域に相談所を設け、人権に関する様々な相談
に人権擁護委員が対応します。予約は不要です。お気軽に相談ください。

人権・男女共同参画課 ☎ 24‐0351
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年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
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「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
、

確
認
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
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、
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ま
だ
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国
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２
０
０
万
件
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で
き
て
い
な
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記
録

が
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っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も

れ
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「
誤
り
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が
あ
る
の
で

は
と
ご
心
配
の
あ
る
方
は
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
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年
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を
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し
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成
25
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度
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を
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14
日
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に
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児
童
手
当
の
現
況
届

忘
れ
ず
に
！

　

児
童
手
当
は
、毎
年
６
月
に
、

児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
に
『
現
況
届
』
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
『
現
況
届
』
は
６
月
中
旬
頃

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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28
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金
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※
提
出
期
限
に
間
に
合
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に
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送
し
て
く
だ
さ
い
。
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災害支援車を更新
市消防署

　

市
で
は
、
市
民
の
安
全
、
安

心
の
確
保
に
向
け
平
成
24
年
度

車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
市

消
防
署
に
災
害
支
援
車
を
配
備

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
車
両
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
で
、
新
た
に
配
備

さ
れ
た
災
害
支
援
車
は
、
大
規

模
災
害
、
水
難
事
故
、
化
学
物

農
業
者
年
金
受
給
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の

皆
さ
ま
へ

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
毎
年
必
要
な
手
続
き

で
す
。

○
提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

○
提
出
場
所　

農
業
委
員
会
事

務
局
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興

課
・
産
業
建
設
課
お
よ
び
各
支

所
・
出
張
所

※
注
意

・
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
又
は

汚
損
さ
れ
た
場
合
は
問
合
先
へ

・
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
お
近
く
の
農
協
支

店
で
死
亡
届
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
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条
に
よ
り
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る
恐

れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
消
防

長
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
消
防
が
通
報
を
受

け
た
時
に
火
災
で
あ
る
か
を
判

断
す
る
上
で
必
要
な
規
定
で
す
。

　

ま
た
、
た
き
火
が
原
因
の
火

災
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

や
む
を
得
ず
小
規
模
以
外
の
た

き
火
を
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ

め
消
防
署
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
実

施
す
る
際
は
、

消
火
器
具
を

手
元
に
置
き
、

建
物
の
そ
ば

や
強
い
風
の

日
は
絶
対
に

行
わ
ず
、
火

が
完
全
に
消

え
る
ま
で
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
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東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
、
３
月
31
日
現
在
、
総
額

は
８
５
，
７
５
７
，
２
４
９
円

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま

す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

保
育
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へ
お
も
ち
ゃ
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
栃

木
工
場
様
か
ら
、
市
内
公
立
保

育
園
へ
お
も
ち
ゃ
や
オ
ル
ガ
ン

な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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　消すまでは
　　　　心の警報
　　　　　　　ONのまま
平成 25 年度　全国統一防火標語

質
な
ど
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
、
緊
急

消
防
援
助
隊
応
援
出
動
な
ど
、

多
目
的
に
災
害
活
動
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
車
両
で
、
人
的
・

物
的
両
面
か
ら
の
支
援
が
可
能

と
な
り
、
災
害
現
場
で
の
活
動

拠
点
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

空
気
呼
吸
器
・
エ
ア
ー
テ
ン

ト
（
応
急
救
護
所
）・
水
難
救

助
器
具
及
び
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
時

で
の
除
染
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
た
二
次
災
害
汚
染
拡

大
を
防
止
で
き
る
資
器
材
な
ど

を
積
載
し
た
車
両
で
す
。
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飯
塚
万
里
様
（
群
馬
県
太
田

妊
婦
に
や
さ
し
い

　
　
　

環
境
づ
く
り
を

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、

周
り
の
人
に
お
腹
に
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
方
を

見
か
け
た
ら
、
温
か
い
思
い

や
り
、
気
遣
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

美
術
品
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
、
写
真
㊨
）
か
ら
本
市
ゆ
か
り

の
竹
工
芸
家
で
あ
り
ま
す
二
代

飯
塚
鳳ほ
う
さ
い斎
、
飯
塚
小し
ょ
う
か
ん
さ
い

玕
斎
の
花

籠
４
点
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
常
四
郎

様
（
片
柳
町
、
写
真
㊧
）

か
ら
、
３
０
０
点
を
超

え
る
浮
世
絵
作
品
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
美
術
品
は
、
市

の
施
設
等
で
の
展
示
や

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ま
す
。　
　
　（

順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
／
五
家
英
子
と
み

ん
な
で
楽
し
く
踊
ろ
う
会
（
よ

さ
こ
い
や
し
ま
）
／
栃
木
中
央

小
学
校　

な
か
よ
し
委
員
会
／

栃
木
第
二
地
区
遺
族
会
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